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ＪＡ筑紫アスパラガス部会は３月１１日、筑紫野市の集

荷場で定例会を開きました。部会員や福岡普及指導センタ

ー、ＪＡ筑紫担当職員１３名が参加。出荷規格や基準など

について部会員で意見交換や目合わせを行いました。 

部会の春芽アスパラガスの出荷は２月中旬から始まり、

３月中旬頃に最盛期を迎えます。今年は寒さが続いたこと

により生育が遅れていましたが、品質は良好。３月に入り

出荷量も増加しました。 

高石光幸部会長は「規格などの基準をしっかりそろえ

て、高品質なアスパラガスを出荷しましょう」と呼びかけ

ました。 

部会は、高品質なアスパラガスを出荷するため、目合わ

せや圃場巡回を定期的に行っています。 

リーダーが研修 

 

 

福岡普及指導センターと各行政、ＪＡ筑紫で構成する筑

紫地区農業振興協議会は３月１１日、ＪＡ本店で２０２１

年度筑紫地区リーダー研修会を開き、認定農業者２６名が

参加しました。 

研修会は、ＪＡ管内の地域農業を担うリーダーを対象

に、農業に深く関係する題材をテーマに年に一度開かれま

す。 

今回は、東京大学大学院の鈴木宣弘教授を講師に招き

「今後の農政の展望について」をテーマに講演。参加者は

現在の農業を取り巻く課題や新たな農業政策について理

解を深めました。 

高品質な麦生産へ 動画を配信 

  ＪＡ筑紫麦出荷者部会は３月１５日、良質麦生産のため

部会員に向けてインターネット上で動画を配信しました。 

コロナ禍以前は、現地で圃場の視察研修会を行っていま

したが、大人数での活動を避けるため、動画を活用した研

修会に変えて中間管理作業の徹底を呼びかけました。 

２０２１年度ＪＡ筑紫麦出荷者部会共励会で優秀賞を

受賞した部会員の圃場をＪＡ職員がドローンで撮影し、音

声やテロップを付けて動画を作成。研修の案内用紙に２次

元コード（ＱＲコード）を掲載し、動画にアクセスできる

ようにしました。 

麦の生育状況は、播種以降、気温が低く推移したため、

生育はやや遅れていましたが、徹底した管理と２月中旬か

らの日照時間の増加により生育は順調に回復しています。 

ＪＡ担当職員は「この研修会を通して良い技術を吸収

し、部会員全体が誇れる麦を作ってほしいです」と話しま

した。 



 

筑紫神社粥占祭 全般判断は「中」 

 筑紫神社で３月１５日、かゆに生えたかびを見てその

年の農作物や天候の豊凶などを占う「粥占祭（かゆうら

まつり）」が行われました。かびの生え具合や色で占っ

た結果、全般判断は「中」。また、天候面では雨が「少

なし」、稲作の作柄は「中の下」、麦作の作柄は「中の下」

と出ました。 

祭りは毎年行われる伝統行事で、２００年以上の歴史

があり、市の無形民俗文化財にも指定されています。 

占いに使うかゆは、２月１５日に行われた「粥納（か

ゆおさめ）」で神職が炊いたもの。１カ月たって取り出

したかゆの表面を判断委員が確認しました。  

家畜への感謝と冥福祈る 

 ＪＡ筑紫は３月１５日、畜魂祭をＪＡ本店にある畜魂

碑前で執り行いました。 

ＪＡ肥育牛部会や養鶏農家、ＪＡ役職員ら１７名が参

列しました。 

筑紫野市阿志岐の圓徳寺の住職が読経し、白水組合長

などが献花。家畜に感謝の気持ちを込めて供養しまし

た。 

「元気つくし」ＰＲ 

 ＪＡ筑紫稲作部会は３月２６日、直売所ゆめ畑筑紫野

店で、「元気つくし」の販売促進活動を行いました。Ｊ

Ａ管内で収穫した米の消費拡大に向け、安全で安心なお

いしい地元産の米をＰＲ。藤井徳浩部会長が来店客に

「元気つくし」を２合（３００グラム）配布し、地元産

の米の魅力を呼びかけました。 

藤井部会長は「地元のおいしいお米を多くの人に食べ

てもらい、消費拡大につなげたいです」と話しました。 

種ショウガ出荷開始 

 ＪＡ筑紫生姜出荷組合は、３月２９日に筑紫野市の山

口倉庫で、種ショウガ約１５８０kg を種苗会社へ出荷し

ました。出荷組合員と種苗会社社員、ＪＡ農業振興課職

員は、今年の種ショウガの出来具合などを確認。種ショ

ウガは、種苗会社を通して全国に出荷されます。 

生姜出荷組合の人数は６名。巡回、視察なども積極的

に行い、品質管理の徹底に一丸となって取り組んでいま

す。 

ＪＡ農業振興課職員は「今年は全体的に病気の発生が

少なく、天候に恵まれました。今後も高品質なショウガ

を出荷してほしいです」と話しました。 

 



工事の無事を祈る 

 ＪＡ筑紫は３月３０日、太宰府市通古賀で「榎寺出張所

地鎮祭」を行いました。式には、ＪＡ理事や役職員、地元

評議員、建設会社関係者など２０名が出席し、工事の無事

を祈りました。 

神事が行われたあと、Ｊ白水組合長は「組合員、利用者

の皆さまにより便利で、親しみやすい店舗を運営していき

たいです。まずは安全第一に立派な店舗を建ててくださ

い」と挨拶しました。 

榎寺出張所旧店舗は、１９７５年３月に新築開店。今回

建て替える新店舗は、約３９９㎡の敷地面積で、２０２２

年９月にオープンを予定しています。 

 

 

 

 

 


